
 

   

       

 

 

 

 

                           

 

毎年恒例のクリーン大作戦が６月２日（日）宿南地区で実施されました。多くの道路脇では、ゴミのポイ

捨ては相変ず発生しています。宿南バス停に通じる道路脇、三谷川堤防、国道３１２号線草刈りや、地区内

の小学生、中学生も活動に参加し、缶類・燃えるゴミ拾い等でクリーン作戦におおいに貢献してくれました。 

多くの地域の方々の参加によって、住みよい地域の環境が守られています。参加いただいた皆様大変あり

がとうございました。 
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“但馬１０万人クリーン大作戦”

‘’ 

 

住民参画型森林整備事業 

そうあんくん こども園訪問 

５月２２日（水）宿南こども園を訪問し

ました。子供たちの歌や、草庵先生の教

えを聞いたりして、楽しく子供たちと

ふれあいました。 

５月２６日（日）区長会で青谿書院周辺

の草刈りを早朝より行いました。綺麗

になった書院で訪問者の方たちを迎え

ます。 

 その後、移動し小学校の校庭の芝刈

り作業や樹木の剪定も行いました。 

 

草刈り後の道路の清掃もしていただきました。 



草庵先生紹介 

日記  ９ 

 池田草庵の過ごした宿南（養父市八鹿町宿南）の里はその時期になると蛍がよく飛んでいた。宿南には青

山川と三谷川の二つの谷川が流れ、円山川の水が用水路となり田畑の間を縦横に走っている。蛍の発生しやす

いところだ。 

「夜、塾生数人連れて里から外れた所を散策し、蛍を観る」（安政２〈１８５５〉年４月２７日 

「夜、塾生７，８人連れて蛍を観る」（安政４〈１８５７〉年５月２８日 

 蛍を観る楽しみは、子どもたちだけのものではない。草庵も楽しみにしており、塾生たちと蛍を見に出かけ

ている。 

 草庵は、蛍を見たことを漢詩に書いたことがある。その詩は、草庵が青谿書院に移る数年前、八鹿（養父市

八鹿町八鹿）の立誠舎の時代に書いたものだ。 

「八鹿の山中で、谷川の流れる音が遠くから聞こえ、山の蛍が暗闇の雨中を飛んでいく。心を静かにして、こ

の静けさにひたる。この妙味を知っている人は昔から少ない」（「八鹿山中漫吟」意訳） 

 聞こえてくるのは遠くで流れる谷川の音だけ。そして、見えるものは暗闇を明滅しながら飛んでいく蛍だ

け。静かな世界だ。草庵は、こんな静けさを好んだ。 

「夜、妻と若い塾生とを連れて、へちまと蛍を観てから書院に帰る。また、書院の庭で木の枝陰に入った月を

観て楽しむ。みんなで座って蛍をしばらく観る。心から楽しめた」（安政６〈１８５９〉年５月６日） 

 塾生といっしょに、ついには奥さんまで連れ出して、蛍や月を見て楽しんでいる。この時、草庵は結婚して

１０年ほど経っている。暗闇を飛び交う蛍を見ることは、草庵の夜の楽しみの一つだった。 

（提供 朝日新聞社） 

 

 

 
 

 

 

  

 

                                   

小学校田植え 
 

 

５月１６日（木）午後、３年生、５年生児童１１人

が営農組合の方の指導でコウノトリ米の田植えを行

いました。最初は慣れない手つきの早乙女さんでし

たが終盤には見違えるくらい上手にできていまし

た。今から収穫の時期が待ち遠しいです。 

こども園泥んこ遊び 

コウノトリ飛来 

宿南地区田で、人間・

機械にも動じず餌をつ

いばんでいました。 

 

６月１１日（火）～宿南こども園作品展 

７月 ６日（土）地区民交流ボウリング大会 

７月 ７日（日）さなぼり会 

７月２３日（火）八鹿病院講演会 

      演題「認知症の予防と治療」 

８月 ４日（日）宿南地区水害対策期成同盟会総会 

９月 １日（日）宿南地区一斉避難訓練 

宿南の野に咲くホタルブクロ 
宮崎和夫さん作 

コウノトリ 

お知らせ 

５月２１日（火）営農組合管理田で歓声を

あげて元気に泥んこ遊びを楽しみました。 


